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本プロ

 「ITと学習環境プロジェク ト」(HCプ ログラム所属)は 、2005年 度春学期の準備段階を経

て、秋学期に正式スター トし、2008年 度春学期までの3年 間で、外国語学習支援システムとし

ての多言語LMSをSFCに 構築 しようとしている。現在はちょうど1年 半の活動を終えた中

間地点にある。

 これまでの活動で私たちは、外国語の学習を支えていく柱の一っに教える側の 「学習支援」

があ り、これまでの教育的姿勢から学習支援の姿勢へ と転換する必要性を確認 した。その背景

には、外国語学習動機がこれまでの知識獲得型からコミュニケーション主体の実践型へと変化

してきたこと、ITの 飛躍的な発達により学習者を取 り巻 く学習環境が多様になったことが挙

げ られる。今や学習者は発達 したITを 利用 して 自ら直接、対象言語の母語話者 とリアルタイ

ムにコミュニケーシ ョンをとることができる。そ してそ うしたがっている。

 さて、第二言語の習得過程は(自 然習得環境にある場合は別 として)依 然 として踏むべきス

テ ップを踏まなければならない。学習環境が変わったからといって、習得の方法論、習得まで

の時間の長短には違いが出て来はしても、習得に至 る脳内活動のステ ップをスキップすること

はできないだろう。従って相変わらず踏むべきステップは踏まなければならない。教える側 も

そのことは承知 している。 しかしこれまでの教室中心、teacher・centeredの 教育で一般的に教

育側が考えてきた教育方法論が、今学習環境が大きく転換することによって、学習者の側から

考え直 しを要求 されているとい うも事実であると言 えよう。学習者側のこのような要求は必然

的に生まれてくるものであ り、教える側はそのことを認識 しなければならない。その意味で、

大学の外国語教育は、教室 とい う閉 じた空間での外国語教育プラスその補完装置とい うメイン

フレームを一度撤回して、新たに出現 したこの学習環境における最良の学習方法を提案 してい

かなければならないと考える。

 このことは大学で外国語 を教える側にかなりハー ドな発想の転換を求めている。これまでは

到達 目標を達成するために書き出されたシラバスを、積み上げ型方式できちんと計画 されたカ

リキュラムに従って、統制が容易な教室で教育実践 していくことが主な仕事であり、それはコ

ミュニケーシ ョン重視が叫ばれ始めてからも、ほとんど変わっていない。外国語の教室では、

教える側 も教わる側もひたす ら外国語4技 能習得に向けて努力するのであ り、コン トロールは

やは り教える側 に握 られている。学習者個人々々は、自分の性格、信条や志向、好み、意志、

感情、得手不得手などを不問に付 し、自らの内部でのその学習への位置づけ、学習の目的や 目
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標 を棚 上げ に し、学習 とい う行為 に対 す る自由な発想 や意見、提案 を封 じ込 めて、授 業に参加

す る。 これま では、この ような教 室空間が外国語学習の主要部分 だった。今 後の学習環境 は、

教室空間 も学習者 を取 り巻 く他 の空間 と同等 また はその一部 とな り、外 国語 学習環境が飛 躍的

に広 がる と共 に、学習者 の外国語 学習 に関す る選択 は格段 に 自由にな るわけで ある。

 このよ うな状況下で外国語教育が 「自律学習」 とい う方 向に 目を向 けるこ とは、 これ も必然

性 のある ことであ る。20世 紀後半 にはす でに 自律 学習(autonomous learning)と い う概念 は

出てきてお り、学習 の仕 方その もの を学習す るこ との重要性 や個人化(individualization)の

概念 と共に、学習者 中心主義 とも言 うべき一種の思想 が生まれてい る。

 昨今ユ ビキタス とい う概念 が導入 され て以来、「学習」の世界で もエー ジェン ト学習(協 調学

習)の よ うな 目に見 えない支援 が クローズア ップ され、また メンター と呼ばれ る 自律 的学 習 を

援 護す る役割 の重要性 も認識 され るよ うになった。外国語学習 にお いては、個別 自律学習 への

期待 を満足 させ るために、ネ ッ ト上 の教材 、ITを 活 用 した遠隔教育 プログラム、 PC上 の学習

アプ リケー シ ョン、更 には携帯電話 を利用 した学習教材 に至 るまで、次 々 と開発 が進 め られ て

い る。 しか しこの よ うな多 くのコンテ ンツは学習者 の周 りにば らまかれてい るに過 ぎず 、学 習

者 自らがそれ らを自分 に とって有機 的に活 用 して学習す るため には 、十分 なサ ポー トが必要 で

あ る。つま り、外国語学習者 に とって も、 レベル診断 、適性診 断、 自己評価 のプ ログラム、教

材選 択の前提知識 な どへ のア ドバ イスやサポー トが重要 になって くる。外 国語 学習 において も、

エー ジェン ト学習や メンターの存在 が、その必要度 を増 して いる と言 え る。 お りしも、多 くの

企 業では、社 内e-learning教 育や研修 に、 LMS(Learning Management System)と い う概 念 を

導入 し役立て ている と聞 く。 ま さ しくこの学習マネ ジメン トとい う考 え方が、外国語学習の個

別 自律学習支援 に も適 用 され る時が来てい る と思 われ る。

 振 り返 ってみれ ば、SFC政 策 ・メデ ィア研究科 のHCプ ログ ラムの言語系前身で あるLT

プ ログラムに、90年 代 後半 「ITと 学習環境」 とい うアイデ ィア を持 ち込ん でか ら、外国語学

習 とい う枠 か ら 「学習」とい う広 い視 点へ とズー ムア ウ トし、学習 理論 、イ ンター フェー ス論 、

プ ログ ラ ミング技術、ネ ッ トワー ク構築論 、IT技 術、更 には学習発達 、人 間工学、認知 心理

といった幅広い分野 に 目を向ける ことに よって得たパースペ クテ ィブか ら、2005年 度HCへ の

移行 を経 て、よ うや く確実 な成果物 を得 る ことを 目的 と したプ ロジェク トを、2005年 度後半 に

立 ち上げ るこ とになったわけで、 これまでに実に10年 近 くの時間がかかった ことにな る。

 始め に述べた ようにこのプ ロジ ェク トの 目標 は 「外国語学習支援 システム としての多言語L

MSをSFCに 構築す る」 ことで あ り、それ は上 に述べ てきた よ うに外国語の個別 自律学習支

援 として の効果 を持 つ と考え る。 また さまざまな角度 か らの研 究が必要で あるこ とか ら、研究

対象 として も多 くの課題 があ ると言 える。3年 間 とい う時間は決 して十分 とは言 えず、SFC

の各言語で それ ぞれ独 自に進 められてい る学習支援体制作 りを有機 的 に結合す る とい うところ

に到達す るのは、夢 の領 域 を出ない かも しれ ないが、絵 に描いた餅 に しない ためにも、実効 あ

る成果物 を創 り出 してい きたい と思 う。(重 松)
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の活動報告

多言語ケ}タ イ教材開発

は じめに 携帯電話というモバイル機器の可能性

 SFCの 外国語教育では、多言語学習の機会 を学生に提供す るとともに、学習対象言語で

自由に発信できる能力の獲i得を目指 している。一方で、SFCはIT技 術のメッカでもあ る。

本 プロジェク トは多言語教育 とITと い うSFCの 特徴の融合 を目指 している。 I T技 術 の中

で、ケータイは、常に携帯 してい るこ と ・隙間時間を埋 めるメディアであるこ とか ら、こ

れを言語教育に適用 できれ ば、大 きな効果が期待 できる。

 SFCの 各多言語担当者は、既 に多 くの コンテンツを開発 してい る。 このため、先ず これ

らのコンテンツをケータイに載せ ることか ら始 めた。ただ し、個別 のコンテンツをそのま

ま用いるだけでな く、各言語 を表示可能な共通のプラ ッ トフォ0ム を開発、 この上での動

作 を可能にす ることにつ とめた。このため、多言語教員 との定常的な打ち合わせ を通 じて、

この課題の解決を図った。 この課程は、各多言語教育者間の情報交換 にも大 きな効果 があ

った。また、共通プラッ トフォーム上での コンテンツは、履修者 のインター フェイス統一

の効果があ り、履修者 にとってもメ リッ トが大きい。

 現時点で中国語、 ドイツ語、フランス語、スペイン語 の表示、 ドイツ語、フランス語 、

スペイ ン語の表示が可能 となっている。 また、 ヨーロッパ系言語では、 自由な入力 も可能

となっている。今年度 は、このツール を実際の学習課程 に投入 、学生か らのフィー ドバ ッ

クを通 じて、改良を図ることとしている。

 課題 は、アジア系言語 の入力である。「自由に発信で きる能力の獲得」を目標 としている

ことか ら外国語学習者 自身が学習言語 を使 っての情報発信 を可能 とす ることは、重要な要

素で ある。 しか しなが ら、アジア系言語では、1)変 換、2)膨 大な文字数、3)右 か ら左 に読

む言語の存在 など、入力を困難 にす る課題がある。特に、膨大な文字数が存在す る中国語 ・

韓国語について、ケー タイのメモ リ容量の許す範囲での入力実現を図ることとしている。

(小檜山)
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1.多 言語 ケー タイ学習 サイ ト開発 まで の経緯

 携帯電話を利用 した外国語学習教材のアイディアはかなり以前か ら存在 し、2004年 、2005

年には ドイツ語、中国語では、携帯による単語練習教材がすでに開発 されていた。 しかし当時

携帯電話のキャリアによって、文字表示が難 しい、パケット料金などが異なるなどの理由で、

学習者の使用に至 らないとい う現状があった。

 携帯電話の長足の普及は、無論 日本国内に限らず全世界的傾向であるが、特に日本国内では

若者を中心に通信手段 としてばかりでなく、情報収集 ・発信の手段 として活用 されている。外

国語学習について言えば、英語学習などですでに学習コンテンツの配信が行なわれており、誰

でも簡便に毎 日接することができる学習教材としての可能性が うかがわれ る。携帯電話とい う

ツールを外国語学習にどのように活か していくか とい うことは、外国語教育分野では新たな課

題 となっているといっても過言ではない。

 但 し、携帯電話は使用頻度は極めて高いが、使い方が非常に個別的でありしかも恣意的であ

るため、大きな教育効果 を期待 して教材 開発 す る対象で はあ り得 ない。 それ よ りもむ しろ、学

習動機 の生起や 向上 、その継続 を期待 して コンテ ンツを提供す るものであ る。携帯電話の外国

語 学習 コンテ ンツにアクセ ス しよ うとす る一般 の学習者 は、空き時間の埋 め草 として利 用す る

とい うの が主流 であ ろ う。 この こ とか ら、学習教材 としては 「面 白い、楽 しい 、飽 きない 」 と

い った要素 が必要で、開発 にかか る時 間 ・労力 か ら考 えて 目標 達成へ のコス トがかか りす ぎ る

とい った 問題 点があ る。

 さて、その よ うな中にあって、 「ITと 学習環境」プ ロジェク トに小檜 山研 究会のグループの

一つで ある携帯電話 コンテ ンツ開発 グル0プ 「モ ブ ドム」(以 下MobdoM)と の共同研 究の発

案 があ り、SFCら しい携帯電話 に よる外 国語教材 開発 を行な うこ とになった(大 学院高度化推

進研究費2006年 度取得)。SFCの 外 国語教 育の特徴 と して、 「多言語提供」 があ りまた 「発信

型外国語学習」がある。そ こで今回の開発 の大 きな 目標 は、「多言語表 示」が可能 なプラ ッ トフ

ォー ムの構 築 と 「発信型」 に資す る教材 サイ トの開発 に定 めた。 「ITと 学習 環境」プ ロジ ェク

トの ドイ ツ語、 フランス語 、中国語 の教員、更 に後半か らはスペイ ン語 の教員が加 わ り、少 な

くともこの4言 語 で共通 のプ ラッ トフォー ムで の開発 を進 める ことに なった。語種は更にイ ン

ドネ シア語、韓 国語 、アラ ビヤ語 へ も拡大 してい くことを視野 に入 れてい るが、現在 の ところ

では、上記4言 語 の表 示お よび独 ・仏 ・西3言 語 の入 力可能 とい うところまで進 んでい る。

 2006年 度4月 から具体的なデータ収集 とプラッ トフォーム構築を開始 した。まずはSFC内

の独 ・仏 ・中が教材デー タ として持 ってい る初級 基礎単語デー タを収集 し、共通単語 にイ メー

ジイ ラス トをつ けるこ とを考 えた。4語 種 共通 の単語 は思いの ほか少 な く、それぞれの言 語が

もつ 文化 的背景 の違い が浮 き彫 りになった。そ こでイ ラス トは共通項以外 にもつ けることと し、

外 部に発 注 した。MobdoMか ら、 「今 日の ワー ド」 「今 週の ワー ド」の提案 があ り、 SFCイ ン

テ ンシブ コー スの各課 の進 行 に合わせて、その週 に学 ぶべ き単語 を 日替 わ り、週替 わ りで表示

す るこ とになった。 その後スペイ ン語 も加 わ り、4語 種 すべてで毎 日1語 のイ ラス トつ きの単
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語表示、毎週10語 のイ ラス トつ きの単語 表示、更 に各課の単語総 覧が実現 した。 この こ とに

よって、利用者 は毎 日表示 され る 日替 わ りの単語表示 を見て 「意味 を確認」 し(一 部 の言 語で

は)「 音声 を聞 く」こ とがで き、週替わ りの単語や各課 の単語群 を同様 に学ぶ ことがで きるよ う

にな った。

 続 いて、単語 に留 ま らず 重要文法項 目を含む キーセ ンテ ンスを表示で きるよ うに しては ど う

か とい う ドイ ツ語か らの提案 が あ り、 ドイ ツ語セ クシ ョンで リス トア ップ してい るキーセ ンテ

ンス群 を、他 の言語 に も応 用す るこ とになった。 時間的に十分では なか った ため、 とりあ えず

は ドイ ツ語 のキーセ ンテ ンス群 をフランス語 、中国語 、スペイ ン語 に翻訳 した ものを表示 す る

こ とになった。 これ らの キーセ ンテ ンス群は、 ドイ ツ語文法 に沿ったものであ るため、結 果的

にその他 の言語 では重要文法項 目としての 「ずれ」が 当然生 じてい る。 また固有名 詞な どで ド

イ ツ語特有の もの を、単純 に各 言語 用に変 える とい う応急的 な訳付 けになってお り、改善が必

要で ある。 これ はまず 「多言語 表示」 とい うコンセ プ トに沿って行 なった 「力技」 ともい うべ

きプ ロ トタイプ であ り、教材 と して はや は り各言語 の文 法事項 を反映 した キーセ ンテ ンス群 が

用意 され るべ きである。 この部分 は今後 の課題 として残 ってい る。

 更 にMobdoMか ら、 「発信型学習教材」 とい うアイデ ィア について 、海外 に出た 日本 人や、

海外 か ら日本 に来た外国人 に提供す る多言語 サイ トを作 る とい う構想や 、それ を通 じて コ ミュ

ニケーシ ョンを図 ろ うとす る 「発信 の意欲 」への動機 付 け とい う機能 を持 たせ よ うとい う構想

が提 案 され た。 この提案 に従 って、各語種では夏休み期 間中に海外 での 「携 帯電話」の使 われ

方調 査を実施 したが、 その結果 、海外 で は概ね 「通信手段 」 として しか用い られてお らず 、 日

本 の よ うに情報収集 ・発信 とい うタイプ の使われ方 があま り見 られない こ とが わか った。 この

こ とは、「通信 」として海 を越 えて発信 されれば 、日本発 の 当該言語 による情報 が コミュニケー

シ ョンを生む とも考 えられ、 「学習」 とい う動機 もそれ を促進す るであろ うこ とが想像 でき る。

イ ンターネ ッ トを利 用 した海 外 とのコ ミュニケーシ ョンが 日常化 している今 日、携 帯電話 に よ

る同種 の通信 が普及 して くるこ とも予測 され る。結 局問題 は、そ こへ の道 を ど うつけ るか、 と

い うことに尽 きる と思 われ る。 この 「発信型学習教材 」へ の構 想は、2006年 度SFC・ORFで そ

の コンセプ トを発表 した。

 以上の よ うに、2006年 度 の 「ITと 学習環境」 プ ロジェク トの活動において は、 この多言語

ケー タイ教材 の開発 がメイ ンになった。以下で は、システ ム開発者 、各言語 のコンテ ンツ提供

者 か ら更に詳細 な報告 を載せ る。(重 松)

2.多 言語対応携帯電話システム研究開発 Mob doMの 活 動

[1]実 装 した コンテンツ、システ ム

 MobdoMで は、 これまで行われていた携帯電話向けのコンテンツ制作 を引き継 ぐことと、

新 しい発想で本プロジェク トに関わ ることをテーマに、本プロジェク トにおいてコンテ ン

ツの実装、システ ム開発 を担 当した。 主な取 り組み として、以下の2つ があった。
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    i)各 外国語研究室が既に持 ってい るコンテ ンツを携帯電話向けに提供できるプラ

     ッ トフォームの構築

    ii)SFC外 国語教育の 目標 に貢献できるシステムの開発

 まず各外国語研究室が既 に持っているコンテンツを携 帯電話向けに提供できるプラ ット

フォームの構築では、単語やキーセンテンスな ど、各外 国語履修者が授業の中で覚 えるべ

き もの として教科書の中で提供 されてい るものを、携帯電話向けに提供 できるプラ ッ トフ

ォー ムの開発 に取 り組んだ。

 各外国語研究室が携帯電話向けにそれ らの教材 を提供 しよ うとした際に、同 じように携

帯電話で表示す ることの出来ない文字 をどのよ うにす るか、とい う問題 を抱えていた。 こ

れ らの問題の解決 として、学習者 に提供 したいデータ リス トか ら携帯電話で表示できる形

式へその場で変換、生成す るよ うに した。 この ことで、今後各外国語学習者にむ けて提供

したい単語やキーセンテ ンスがあれば、デー タを登録す るだけですむよ うになった。 この

仕組 みを利用 して、多言語対応単語帳サイ トとして単語、キーセ ンテンスのコンテンツを

学習者 に提供 してい る。

 多言語対応単語帳サイ トにおいては、各外国語研究室が整理 した単語やキ0セ ンテ ンス

の多言語データベースを利用 し、授業で利用されてい る教科書 と連動 した形で、学習者が

学ぶべき単語や キーセ ンテ ンスが携帯電話で見 られ るようなサイ ト作 りを行 った。学習者

は 自分の学んでい る言語 を選択す ることで、教科書のスケジュール に沿 った外国語学習 を

す ることができる。各外 国語研究室が抱えていた、携帯電話 で表示す ることのできなかっ

た文字の表示 の問題 を一括 して解決 しているので、外国語学習者 に提供 したい単語や キー

セ ンテ ンスなどがあればデ0タ ベースに追加す ることで可能になる。

 言語学習者 に提供 され る多言語デー タベースを利用 したコンテ ンツには以下のものがあ

る。

①※月※ 日の ワー ド

 その週に教科書 に出て くる単語の中か ら、 ランダムに単語がひ とつ表示 され る。単語に

言語特有の文字が含まれていて も、携帯電話上で見 られ る形式に して表示 され る。

 また、それ らの単語 と連動 したイ ラス トがある場合、イラス トが表示 され る。多 くの単

語が、単語 ご とのイ ラス トを持っている。イ ラス トは、各外国語研 究室が優先順位 をつ け

たものの うち重複があった ものを優先 して、イラス トライタ.__.の方に制作をお願い した も

のを利用 している。各外国語の トップページではこれ らのイ ラス トが単語 と一緒 に表示 さ

れ る。外国語学習者は携帯電話上でこれ らを利用 し単語学習 を行 うことが出来る。

②今週のワー ド

 教科書 と連動 して、その週 に学ぶべき単語が一覧で表示 される。その単語が言語特有の

文字 を含んでいる場合、普通の携帯電話上では表示 されない。 この場合、文字化 けを起 こ

しているので、単語の横 にある 「x」を押す と、単語が携帯電話で見 られ る形式にて表示 さ

れ る。
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③Googleイ メージ検索の追加

 さらに、学習者が楽 しく単語学習 をできるように、世の中のイ メ0ジ 検索 と連動 した機

能 を備 えてい る。例 を挙 げると、単語 の横 にある 「gi」をク リックす るとその単語でGoogle

のイ メー ジ検索に問い合わせを して くれ る。多言語データベースを利用 して、それ らの単

語 と関連する画像 を世 の中の ウェブサイ トか ら検索す ることができる。 この機能 に関 して

は、それぞれ以下の問題点 を確認 してい る。

   ・文字化けが起こっている際に、 「x」を押 して単語を確認す る利用者が少ない

   ・世の中のイメ0ジ 検索 と連動 した場合、好ま しくない画像が検索結果に表れ る場

    合がある

これ らの問題 に関 して次のよ うに対処す ることをそれぞれ検討 している。文字化 けが起 こ

ってい る際に、 「x」を押 して単語 を確認す る利用者 が少ない とい う問題に関 しては、単語

の表示形式 を変更す ることを検討 している。 当初は以下の方法 を検討 していた。

   i)携 帯電話で表示す ることの可能 な形式ですべての単語 を リス ト表示 させ る

   ii)テ キス トベースで出力。表示 されない場合に 「X」か ら内容 を確認(現 行)

i)に 関 しては、単語それぞれ をひ とつの画面にい くつも画像の形式で表示す ることになる

ため、ファイルが重 くなることが懸念 され、この問題 は現状で解決 されていない。現在 は

これ らの案 に加 えて

  iii)日 本語訳 を表示 し、各外国語での表記 を確認す る際に 「X」をクリックし確認。

とい う代替案 を検討 してい る。

 また、世の中のイメージ検索 と連動 した場合、好ま しくない画像 が検索結果に表れ る場

合 があることに関 しては、イメージ検索部分は外部の検索サー ビスのアル ゴリズムに依存

しているため、特定の画像 を省 くことは難 しい状況 にある。画像の検索システムを 自分た

ちで持つ、ない し、それぞれ の単語やキーセンテンス と連動す る画像を制作 し続けるよ り

は、世の 中のコンテンツを再利用 しなが ら自分たちの コンテンツを充実 させ てい くこ とを

考 えた場合、実験 を通 しなが ら好ま しくない画像の多いサービス と連携 させ ることを検討

す る方向で考 えている。これ らの仕組みを実際の授業 と連携 させなが ら、利用者の反応や

世の 中の流れの中での活動の意義 を再確認 してい くことを通 じなが ら、今後 このサイ トを

よりよい方向に持 って行 くことを考えている。

[2]発 信型ケータイサイ トの構想

 MobdoMで は、上記のよ うな既 に存在 してい るコンテ ンツを学習者へ提供す るとい う試み

以外 の、SFC外 国語教育に貢献できる仕組み として、世の中に多 く存在す る各外国語学習

者 が実際 に学習成果を試す機会 を携帯電話 にも興す ことを提案 した。本プロジェク トに参

加す るに当た り、SFC発 足時 にSFC外 国語教育がどのようにデザイ ンされたのかを再度考

察す ることか ら取 り組んだ。その結果、SFCの 外 国語教育は外国語 を学習す るだけでな く、

学習 した成果でもって世の中に情報発信 してい くことを目標 としていることを理解 し、上
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記の ような提案 に至った。

 それ らを実現す るソリューシ ョン として、携帯電話向けの多言語表示 ・入力ので きる

HTMLブ ラウザの提案 を行い、その開発 を進 めている。 日本において、携帯電話が 日常的 に

使用頻度が高い こと、インターネ ッ ト利用がi携帯電話か ら多い とい う状況か ら、学習言語

の使用機会が限 られていたユ0ザ ー にとって、実際 に学習言語を使 う機会が増えると考 え

た。単に学習言語で書かれた コンテ ンツを携帯電話で見 られ るとい うこ とではな く、HTML

ブラウザであることによって、既に世の中に多 く存在す る各国の言語 で 日々増 え続けるコ

ンテ ンツを携帯電話か ら楽 しむことが出来 る。

 また、イ ンターネ ッ ト上では受動的 に情報を得 るだけでな く、 ウェブサイ トを介 して さ

まざまなコ ミュニケーシ ョンが行われているので、それ らのコ ミュニケーシ ョンに言語 の

入力や表示の問題 を気 にす ることな く、携帯電話を利用 して参加す ることが出来ることで、

よ り実践的に学習言語を使 う機会 を増や したい と考えた。

 また、 これ らを提供できることで、 日本の外国語学習者 だけではな く、 日本へ訪れた外

国人旅行者が、携帯電話か ら手軽 に 日本の情報を得 ることが出来 るようになることも想定

できる。特 に 日本特有の複雑 な地下鉄 の乗 り換えをは じめ とした、地理に関する様 々な情

報 を母国語で簡単に得 る方法を実現す ることができる。 日本か ら発信 される様々な情報が

多言語化 され るこ とで、携帯電話上で動作す る多言語対応HTMLブ ラウザ はますます力 を発

揮す る。

[3] 実装上 の問題点 と今後の課題

 本アプ リケーシ ョンの実装は、NTT DocoMo端 末で動作するiAppliに て開発 を行 ってい

る。開発に当たって、言語の表示 とい う問題以前にHTMLブ ラウザ 自体の開発 を行 う必要 が

あった。iAppli自 体がHTMLを 解釈 し、コンピュー一タ向けに作 られているHTMLを 携帯電話

で見 られ る形 に変換することが必要である。そのた めには表示 したいHTMLを 読み込み、携

帯電話で表示す ることのできない タグなどの処理 を行 う必要がある。その上で、携帯電話

で表示す ることの出来ない文字を解釈 し、その文字のみ変換す る必要がある。

 実装す るに当たって、アジア系の言語表示、入力それぞれの難 しさの解消が大 きな問題

である。 アジア系の言語が ヨー ロッパ系言語 と大 きく異なるのは以下の点である。

    ①変換(ex)日 本語、中国語)

    ②文字数の多 さ(ex)中 国語、韓 国語 な ど)

    ③右 か ら左 に読む言語(ex)ア ラビア語な ど)

①変換(ex)日 本語、中国語)

 日本語や 中国語に代表 され るアジア言語は ヨー ロッパ系言語 と異な る変換 とい う動作が

ある。表示 に関 しては、文字 コー ドと対応す る変換表を持つことで表示が可能であるが、

入力に関 しては入力規則 と変換表 を対応 させ る必要がある。

②文字数の多 さ(ex)中 国語、韓国語 な ど)
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 中国語や韓国語に代表 される言語は、その言語が もつ携帯電話 で表示 されない文字が非

常 に多 く存在する。それ らをアプ リケーシ ョン上に持たせ る場合 、容量の問題か ら文字の

作 りを別々に組み合わせ る、または中国語の場合 は日本語 の文字で代替す る、 とい う方法

を とる必要がある。入力 させ る場合 には、入力処理の前にこれ らの処理 を行 う必要がある。

③右か ら左 に読む言語(ex)ア ラビア語な ど)

 アラビア語 に代表 され る言語 は、 日本語や英語などの言語 と違い文字の流れ る方向を右

か ら左に読む。また、文字が連なることで字形変化な どを起 こす とい う問題 も抱 えている。

 現段階で、中国語 、ドイ ツ語、フランス語、スペイ ン語の表示、 ドイ ツ語、フランス語、

スペイ ン語の入力をすることができる。表示入力 ともに、 ヨー ロッパ系の言語は同 じアル

ゴ リズムが利用できることか ら随時増やす ことが可能でである。

 1年 目として、多言語表示 ・入力HTMLブ ラ ウザの表示部分の骨格 を完成 させた ことで、

2年 目にはこれ らの表示に関わる部分、特にアジア系の言語の問題 の解決に取 り組む こと

で、表示 ・入力のできるHTMLブ ラウザ として完結 したい。

 ORFで 本プロジェク トに関 して展示を行った ところ、外国語学習者か らはこれ らのアプ

リケーシ ョンを利用 してメール をしたい、 とい う声 も聞かれた。また、DocoMo iAppliで

の開発であるため、DoCoMo以 外 のキャ リア端末では使用で きない。 これ らに対 して、 au

向けの開発を求める声 などが聞かれた。

 また本アプ リケーシ ョンは、閲覧 してい るHTMLサ イ トをアプ リ内で携帯向けに変換す る

仕様 になっているが、現状で端末の違いを要素 として入れていない ことか ら、端末に よっ

て代替フォン トのサイズがずれるな どとい う問題が発生 した。現状で端末に依存 している

といえる。 これ らの問題 に対 してそれぞれ改善を行 っていきたい と考えている。(加 藤)

3.ド イツ語 ケー タイ教材 開発

 ドイツ語セ クシ ョンでは、 このプロジェク トを通 して以下の項 目を開発 ・制作 した。

1.多 言語単語帳

 SFCド イツ語研究室で開発 ・制作 された、 ドイツ語学習のための統一教材 『Modelle』(1

～3巻)に 準拠す る形で、各課の新出単語を画像 と共に携帯電話で呼び出す ことができる

システムである。学内のイ ンテンシブ ドイツ語の授業進度にあわせ て単語お よび画像 を提

示 できる仕様設定をとってい るため、常に実際の授業 と直接的な関連性 を保つ ことができ

る。

2.多 言語イメージ付 き単語帳

 上記の単語 に関 して、Googleイ メージ検索 を使 うことによって、視覚 による意味の認識

が容易になった。同時に、教材テキス トの中で使われ る単語の意味だけではなく、多様 な

現代 のコンテクス トの中で、 どのよ うに表象 されているのかを見ることが可能 となった。
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3.多 言語表示HTML

 SFC内 で教材 として使用す るテ キス トのキーセ ンテ ンス を、携帯電話の画面 で表示 でき

るもの に した。そ の際、教科書お よび授業進度 に準拠 した形で提示 され るよ うに設 定 し、

学内の ドイ ツ語学習環境 の一部 として機能 させ ることが可能 となった。

4.SFC教 材(コ ンテ ンツ更新)

 発 音導入 コー ス(文 字、音 声、動画)、 キー セ ンテ ンス(文 字、音声)、 スケ ッチ(文 字 、

音声、動画)、 待 ち受 け画面 ドイ ツ語数字 の コンテン ツを更新 した。

以下、ケー タイ教材 につ いて詳述す る。

[1]目 的

 ドイ ツ語教材 開発研究 開発 プロジェク トでは、小檜 山研究室 を拠点 に学生 が立ち上げた

(株)MobdoM、 中国語 ・フランス語 ・スペイン語研 究室 との共同研 究 として携帯電話 を使 った教材

作成 のためのプ ロジェク ト、多言語教材 開発研 究プ ロジェク トに参加 した(図1)。1

 当プ ロジェク トが これ まで開発 してきたWeb教 材 は、IT環 境 のイ ンフラが整 った現在 、

非常 に便利な もので ある と同時 に、音声や画像 を利 用 したマルチ メデ ィア学習 、 自発的 な

言語学習環境の構築 に繋 がる とい う意 味で も重要な もので ある。 しか し、近年 のイ ンター

ネ ッ ト利用がパ ソコンか ら携帯電話へ と変 わ りつつあ り、若年期 にお けるイ ンターネ ッ ト

利 用のモバイル化が進展 したこ とが総務省 に よって2006年5月 に発 表 された。2 したが

って今 後は、移動端末でのネ ッ ト利用 を想定 した学習教 材の必要性 が高ま る と考 え られ る。

そ こで 当プ ロジ ェク トで は、あ らた に携帯電話端末 向 けの学習教材 を開発 した。 この取 り

組 みは、ユ ビキ タス社会 にお ける言語学習 のひ とつの形 にな りうるのでは ない だろ うか。

図1  多言語携帯教材プロジェク ト

且MobdoM .多 言 語 対 応 携 帯 電 話 に よ る発 信 型 外 国 語 教 育.

参 照 先=http:〃www.mobdom.jp/2006/10/27_024315.htm1

2総 務 省 .(2006年5月18日).総 務 省(報 道 資 料).参 照 先=平 成17年 「通 信 利 用 動 向 調 査 」 の 結 果l

http:〃www.soumu.go.jp/s・newe/2006/060519_1.html
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【2]手 法

携帯電話 ではキャ リアによ り技術 が異なるため、特殊文字の入力やブラ ウザでの表示 に

おいて多 くの問題があ り、携帯電話端末のための ドイツ語学習教材 を開発す ることが難 し

かったが、この度MobdoMに よってそれ らの問題が解決 され、機種やキャ リアに依存す

ることな く画面に ドイツ語特殊文字を表示することができるよ うになった。 この新たな可

能性 は、携帯電話 を利用 した多言語学習教材 開発に とって非常に重要 な意味をもつ。

 本プ ロジェク トでは、技術面については携帯電話の新 しい コンテ ンツ とその発展的な利

用方法 を研究 しているMobdoMが 担 当 し、コンテンツやそれ らに必要な単語 な どは各言

語研究室がSFCの カ リキュラムに合 わせ各々作成 した。

 多言語携帯プロジェク トでは、複数の言語 を表示、閲覧できる技術 を語学学習に利用 し

てい る。具体的には、サイ トの画面上に表示 されたボタンを押す と、それぞれ の言語 を表

示で きるブラウザが立 ち上が り、言語特有の文字(ド イツ語であれば艪籬な ど)を 表示 ・

入力できるよ うになるものである。 これにより、多言語学習サイ トか ら特殊文字 を使 って

サイ ト検索ができるようにな り、英語以外の言語のサイ トも閲覧可能 となった。

[3】 コンテ ンツ

 現在、SFCド イツ語履修者の学習サイ クルに合わせ、①イメージ付き単語帳、②多言語

入力 ・表示HTMLブ ラウザ を利用 したキーセンテンス表示、の2つ を提供 している。い

ずれも、SFCの ドイツ語教科書Modelleシ リーズに準拠 したもの となってい る。

① イ メージ付 き単語帳

 Modelleシ リーズ第1巻 か ら第3巻 で使用 され ている単語が登録 してある。 トップペー一

ジでは、その週に学習す る単語が、アクセスす るたびにランダムに1つ ずつ表示 され る(図

2)。それ以外の単語 も課 ご とに見 ることができる。またGoogleイ メ0ジ 検索を利用 して、

その単語 に関連 した画像の検索結果を見ることも可能である。 このよ うに画像 を使 った視

覚情報を取 り入れ ることで、単語 とイ メ.__.ジを結びつ けた学習ができるよ うになってい る。

② 多言語表示 且TMLブ ラウザを利用 したキーセ ンテンス表示

 教科書ModeUeの 各課にあるキーセ ンテンスが表示 される(図3)。 これによ り、学習

 者 は教材が手 もとにな くても携帯電話でキーセ ンテンスを確認す ることができる。 キー

 センテンスは基本的な文型パ ター ンであ り、学習者 が 自己発信する際の重要なセンテ ン

 スである。この初級 レベル のキーセンテンス3が 、すべてフランス語、スペイン語、中国

 語 、英語 に翻訳 されてい る。

3 。Modelle"全3巻 の うち、第1巻(初 級 レベル)で 扱 われ てい る キ0セ ンテ ンス を指す 。
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【4]展 望

 Modelleに 沿った単語 とキーセ ンテ ンスを携帯電話端末で見ることができるよ うにな

った ことは、学習の幅 を広 げる上で大 きな意義のあることである。 この ような教室学習の

情報 をモバイルで利用 できるよ うになった今、今後 は 「発信型」の学習法をどのように携

帯電話端末で も実現できるかが課題 となるだろ う。

 前述の通 り、学習者 自身が入力 ・発信できる環境 の構築については、す でに技術的 にも

問題が解決 され、多言語表示 とい う機能を生か した教材 の作成が実現 されている。 しか し

これではまだ、世界 に繋がっているとい うイ ンターネ ッ トの特性 を十分にいか している と

は言いがたい。実際、現在提供 しているコンテンツは、学内での使用教材に準拠 した もの

であるため、限定 された学習者向けの もの となっている。今後は、いかに 「発信型」の理

念 を視野に入れつつこれ を授業に組み込んでい くことができるか、また、 より広 く社会一

般な ものを提供す るこ とができるかについて、検討 してい くとよいだろう。

[5】 も う一つ の携 帯 電話 用教 材Mob丑 中

概 要

 Mobilinは 、 「いつ で も どこで も」を コ ンセ プ トに作 られ た、携 帯電 話 用 の ドイ ツ語 学 習

サイ トで あ る。"Modelle"シ リー ズ に準拠 した内容 にな ってお り、授 業 で使 用 され る ビデ オ

ス ケ ッチや音 声 の配信 を行 って い る。au、 Soft Bank、 DoCoMoに 対応 してい るが、 フ ァ

イル サ イ ズ ・フ ァイル形 式 に よっ て は、機種 に よ り制 限が あ る場 合 が あ る。2007年 春 学 期

よ り、Modelle 1(旧 版)の コンテ ンツ はModelle l neu(改 訂 版)の ものに変 更 され た。

 URLは 以下 の通 り(図4)で あ る。 QR codeの 読 み込 み に よ りア クセ スす る こ ともで き

る 。

 Mobilin URL:http:11dmode.sfc.keio.ac.jp/mobilin/pc/index.html

                   図4

コンテンツ

① 発音導入 コ0ス

 本論 「プロジェク ト参加部門」の 「2.ド イツ語部門 [2]-3」 で紹介す るコンテ ン

ツを携 帯電話 で利用できる。動画ファイル はそれぞれ ダウンロー ドす ることによって再生

が可能である。 一度 ダウンロー ドすれば、何度 も繰 り返 し再生できる。 動画 ファイル は

3GPP2形 式で作成 されてお り、2006年3月 現在、 auキ ャ リア のWIN端 末に対応 して
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い る 。

② キーセ ンテ ン ス

 Mode皿eシ リー ズ第1巻 か ら第3巻 の キー セ ンテ ン ス をす べ て掲載 してい る。 各 セ ンテ

ンス の音声 デ0タ もダ ウン ロー ドで きるた め、学習 を よ り効 果 的 に進 め られ る。 この コ ン

テ ンツ は、DoCoMo, au, SoftBank各 キ ャ リアの端 末 にそれ ぞれ 対応 してい る。(た だ し古

い端末 で は音 声が 対応 してい ない場 合 が あ る。)

③ ビデオスケ ッチ

 ModeUeの ビデオスケ ッチ(1～3分 程度の動画 コンテ ンツ)を 携帯電話ですべて視聴す

ることができる。 キーセンテ ンス同様、 どこでも手軽にダウンロー ドす ることができるた

め、学習者に とっては利便性が高い。 このコンテ ンツは、auキ ャ リアのWIN端 末に対

応 している。

④ 待 ち受 け ドイ ツ語 数字

 携 帯 電話 の 「待 ち受 け画 面」 に、FLASHを 使 って作 成 され た ドイ ツ語 の数 字0(nul1)

か ら9(neun)ま で が、携 帯電 話 の画 面 を開 くたび に様 々 な形 で表 示 され る もので あ る。

この コンテ ンツ は、DoCoMo, au, SoftBank各 キ ャ リア の端末 にそれ ぞれ 対応 してい る。

携帯電話に よる学習の利点

一PC以 上の手軽 さで 「いつでもどこで も」学習できる。

 PCを 用いたWeb教 材の場合 、イ ンターネ ッ ト環境 にいなければ利用できないが、携帯

 電話 を活用すれば、より手軽 に教材を利用す ることができるようになる。

一よ り自由に学習環境 をデザイ ンできる

 携帯電話を利用すれば、移動 中の電車内や、ちょっとした空 き時間に効率的な学習がで

 きるようにな り、利用者は より高い自由度で 自らの学習環境デザイ ンが可能 になる。

一情報発信 が容易 に行 える

 携帯電話のイ ンターネ ッ ト機能に より、情報の受信だけでな く送信 も場所を問わず容易

 にな り、 さらにイ ンタラクティブな学習への可能性が開ける。

 このように、携帯電話 を効果的に利用す ることで言語学習の 自由度 はますます高ま り、

学習者は時間 ・場所に制限 されることが少 なくなる。既存 の教材 も、携帯電話用に も提供

す ることで、学習者 にとってます ます身近なものとなるだろ う。また、インタラクティブ

性 を利用 して学習者 の理解度や要望な どのフ ィー ドバ ックを活用す ることができれば、

個々の学習者 の要望に応 えられるよ うな新 たな学習環境 を創出す ることも可能にな るか も

しれない。(藁 谷)
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4.フ ランス語ケー タイ教材 開発

 SFCフ ランス語インテンシブの共通教材Tempoに 準拠 して、単語 リス トの作成 をお こな

った。フランス語インテンシブでは、2週 間に1つ の レッスンを終 えるよ うにプ ログラム

されている。全部で12の レッスンがあるが、まずそれぞれ のレッス ンについて10個 の重

要単語を選んだ。 レッスンの学習時期にあわせて、その レッスンに関する単語が、画像 と

同時に、携帯画面に現れるよ うに した。 このように常 に教室で学習 している内容 と密接な

連関をもって、携帯学習が進 められ ることが特徴である。

 次のステ ップ としては、単語だけではな く、各 レッスンの重要 フレーズの表示ができる

ようになれば、暗記支援 として より役立つよ うに思われ る。 この重要 フ レーズも各 レッス

ンに10-15ほ どあるので、上記の単語 と同 じく、授業 に密接な連関をもった携帯学習 が期

待 できる。

 また多言語共通キーセンテンスであるが、 こちらは、フランス語用に、文言を変更 させ

てデ0タ を作成 した。 しか し 「多言語」が優先 されたためか、 もともと柱になった ドイツ

語 のキーセンテンスの 日本語 が使 われてい るために、随所にフランス語 の文 と合 わない と

ころができて しまっている。 これ については、あらためてセンテンスの選択 など、改訂 を

しな くてはな らないだろ う。

 次に、グ0グ ルによるイメージ検索であるが、これ には長所 と短所がある。長所 はた と

えば 「アンデ ィープ」や 「ア0テ ィチ ョー ク」などフランスではおな じみの野菜 でも、 日

本ではそれほ ど食卓にならぶわけではない場合 は、大きな効果がある。一方、た とえば 「ド

イ ツ人」な どを検索す ると、いわゆる 「ステ レオタイ プ」のイメージが表示 されて しまい、

外国語学習 においては大 きなマイナスである。 この よ うにイメージが必要な場合 と、不必

要な場合 をきちん とわけて、効果 を考えな くてはな らないだろ う。

  最後に今後の課題 を述べておきたい。 まずは携帯の操作性 である。携帯では、 目的に

達す るまで、数回のク リックを通常必要 とす る。その数回のクリックとい う手間 と、その

結果得 られ るコンテンツのバ ランスに考慮す ることは大切だろ う。つま り単語一つ を見る

のに、数回の クリックとい うのはやは り 「手間」になって しま う。い くらかさばる といっ

ても、本な らば、ぱ らぱ らとめくるだけで コンテンツに達す る。 この 「手間」 と 「手間に

よって得 られ る価値」を考 えることが、携帯学習においては重要 ではないだろ うか。

  次にインタラクティブ性 である。ITに おけるイ ンタラクテ ィブ性には様々な見解があ

るだろ うが、少な くとも学習者が何 らかのコミッ トができるよ うな仕掛 けがあると望ま し

いのではないだろ うか。特 に単語 とい うのはや は り単調 な学習にな りがちである。例えば

3択 で正解を選ぶな ど、なん らかの工夫 によって、より魅力的な道具 にな らないだろ うか?

(國枝)
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5.中 国語 ケー タイ教材 開発

 まず単語学習用の単語帳について。 中国語のインテンシブ コースでは、全20課 のSFC

独 自教材が用意 されているが、そこにはテキス ト所出の単語以外に、教室で用いる文法項

目導入お よび練習用の単語 リス トが学生に配布 され る。単語数 は約650あ り、これ を覚 え

るだけでもかな りの時間を費やす ことにな る。 中国語 の文字である漢字(簡 体字)は 日本

人学習者に とって学びやすいが、共通の漢字が多い ことが災い して発音が覚 えに くい。つ

ま り見れ ば意味が大体わかるために、発音 を覚えることの方が数段難 しくなる。従 って、

漢字 ・発音 ・意味の3者 が表示 されることが、教材 としてはベス トである。

 そ こで この約650語 の簡体字 ・発音表記(ピ ンイ ン)・ 意味の リス トを単語帳作成用の

データ とした。 しか しピンイン表記の表示 と音声デー タは未搭載である。従って現在 は未

だ、当初予定 した漢字 ・発音 ・意味の表示には至っていないが、単語帳では意味表示 を見

て、その単語の簡体字 を確認す るとい う形はできている。

 イ ンテ ンシブコースの第1期 、第2期 は、約10日 間で1課 進む といったペースで進 め

られ るため、実際のインテンシブコース との連動が図れ るか どうかには、少 々不安が残 る

が、 ともかく表示 された意味の中国語 を思い出 し確認す るとい う復習、また次の課 に出 る

単語の予習 といった一連の学習ができるようにはなっている。また 「※月※ 日のワー ド」

でイラス トイメージが見 られ ることで、恐 らく毎 日継続 して見る とい う動機付 けにはな る

かもしれない。

 一つこの単語帳で非常に面 白い点は、ある一つの単語 にまつわる情報をグーグルで検索

できる点で、その語の周辺情報 を知 ることができ、文化的知識や興味に応 じた発展的知識

が得 られ る。 これ はこのサイ トで学習す ることの付加価値 として歓迎 されるのではないか

と考 える。

 次にキーセンテンスについて。 これは ドイツ語文法項 目用のキーセ ンテ ンス群を利用 し

て、その中国語訳をデー タとしたものである。そのため、中国語の重要文法項 目とのずれ

が生 じてお り、また固有名詞 などが 日本語文 と異な るな どの不都合 も出てきている。同 じ

一つの文を4言 語に翻訳す るとい う力技で 「多言語」化するとい うこと自体に無理があっ

た と言 わざるを得ない。 この多言語ケータイ教材 の単語帳の利点 は、独 ・仏 ・中 ・西4言

語 を学ぶ学習者なら、 どの携帯電話で もこのサイ トにアクセス しさえすればその学習言語

が選べる とい う点にあ り、その言語 を選んだ学習者が 「多言語」を利用す るこ とを想定 し

ていない。つま りもし中国語の学習者な らば中国語のみを選ぶわけで、同じキーセ ンテン

スを4言 語 とも見る、つま り 「多言語」で見 るとい うことは想定 していないのである。 こ

れは今後再度検討 して、や は り単語帳 と同 じコンセプ トで作 り直す ことを考 えたい と思 う。

 以上、まだまだ改善の余地 は大 きいものの、中国語学習サイ トとしての可能性 も大きい

ので、今後 は音声 ・ピンイ ンの追加や キーセ ンテンスの改善を図 ると同時に、学習者の多

い一般向け中国語学習用携 帯サイ トとして充実 させ ていきたい。(重 松)

18



6.ス ペ イ ン 語 ケ.___タ イ 教 材 開 発

 スペイ ン語は、2006年 春に他の言語 に遅れて活動に参加 した。従 って、2006年 度の活

動 は、これまで ドイツ語、中国語、フランス語 が行ってきた活動 を知 り、携帯を使用 して、

どんなことができるのかを理解 したことが、第一の成果 であ り、活動記録である。スペイ

ン語は、SFCの 中でもインテ ンシブコースが設置 されたのが遅 く、また、専任教員が一人

とい う状況で、教材開発の意欲はあって も、時間的 にも、人的要員 にして も、経済的に も、

すべてにおいて、常に不足状況で、他の言語の教材開発 を垂挺の眼差 しで見てきていた。

その意味で、今回は、先行す る言語の教材開発 の一部に参加す るこ とができて、今後の教

材開発 の方向性がみえた、 とい うことが一番 の成果 である。多 くのア ドバイスや援助を受

けることができ、 この場を借 りて、まずは、先行言語の関係者の皆様 にお礼 を申し上げた

い。

 以上の背景の もとに、今期の活動 と、今後の課題 を簡単に報告す る。

【1】 スペイ ン語教材の特徴

 スペイ ン語の授業では、オ リジナル教材 を使用 しているわけではない。市販 されてい る

スペイン本国で作成 された ビデオ教材 を使用 してい る。そのために、常に、版権の問題 を

抱 えている。今回、携帯教材のプロジェク トに参加す るにあた り、第一に問題 になった こ

とは、版権 とのかかわ りである。授業で使 う範 囲内でのフ レーズや単語 の リス ト化 であっ

ても、ウエブに載せ ることになると、問題が発生する。その点をどのよ うにク リアす るか。

[2]既 成単語 リス トへのスペイン語 の参加

 版権の問題 を避 ける意味でも、他の言語教材 として作成 されている既存の単語 リス トへ、

スペイン語の単語 を載せ るとい うことか ら教材作成 を始めた。基本 フレーズや基礎単語 を、

第 四番 目の言語 として、スペイ ン語を載せ ることができた。 これは大 きな成果 である。

しか し、運用面を考えると、学生のニーズは、履修 中の教科書 にある各週の小テス トの フ

レ0ズ がそのまま携帯サイ トで見ることができることであろ う。 さしあた り、履修生のニ

ーズを満たす ことを優先 しよ うと考え、秋学期 に、教材 に準拠 したフ レーズ リス トを作成

した。アクセスについては、履修者のみのア クセス制限をかけて、授業の中で行われ る試

験対策に利用 して もらえるよ う、試作段階までたどり着いた ところである。

 2007年 の春学期 に、べ0シ ック1と3、 インテ ンシブ2の 学生に、試用 して もらう予定

である。

【3]語 彙教材の作成

 スペイ ン語は、主教材 がビデオ教材である。会話 を重視 した場面機能シラバ スで作成 さ

れた ものである。従って、文法問題 の解説や練習 をす る時間があま り十分 にとれない。そ
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こで、それを解消 し、また、教員 の試験採点の時間 を省略す る目的で、電子教材が準備 さ

れ てい る。文法の対応 は一段落 したところであるが、次の問題 は、たくさんの語彙が ビデ

オに出てはくるが、身につ くほど語彙を学習す る時間が十分取れない とい う点である。 そ

こで、語彙教材 をCD化 し、基礎語彙を リス ト化 して、 自習するような教材 を作成す るこ

とになった。今の段階では、CD化 を考 えてい るが、それを携帯でもチェ ックできないか、

CD教 材 との連携 を今後の開発の 目標 としてい る。膨大な語彙を体系化 し、まずはCD上

で整理、分類する。それを頭 に入れた上で、練習 ツール として携帯上で、何度 も学べ るよ

うに、携帯ツール を利用できないかを模索 している。

[4]ウ エブへ の接続 と掲示版活動

 現在 、スペイン本国の大学 と、掲示版活動 を授業に取 り入れている。 スペイ ンでの 日本

語学習者 と、SFCの スペイン語学習者 の間で、ウエブの掲示板 に書き込みを しなが ら、双

方向での作文の練習 を始 めている。今現在は、PCに 接続できなければ活動ができない。

来期以降、携帯を通 じて、 どこでも、気楽 にこの掲示版活動ができないものか。文字入カ

レベルでは、問題がないので、後 は、スペイ ンで ドコモの端末 を持 ってもらい、携帯を通

じて、掲示板 にアクセスできるようになれ ば、 さらに活発 なツール になると期待す る。

 以上が、今期の報告 と、来期以降へのスペイン語教材 開発の 目標である。(寺 田)
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プロジェク ト参加部門 活動中間報告

1.イ ンタ ー フ ェー ス部 門

今年度は、以前開発 したオンラインWebノ ー トであるNOTAの 拡張の他に、社会科学

習 と英語学習の2つ の教材 を試作 した。

 NOTAに 関 しては、従来の手書き感覚での文字書 き込みやイメ.__.ジ貼 り付 けに加 えて、

カメラ機能を追加す ることにより電子会議 もNOTA上 で行 うことが可能 となった。他に も、

音の貼 り付け も可能 とな り、より多彩な教材作 りが可能 となった。NOTAは 、地域 コ ミュ

ニティでの学習に実践的に用い られ ることが多 く、開発そのものがユーザ と開発者 が一体

となった共生 ソフ トウェアの性格が強い点が高 く評価 されてい る。

社会学習に関 しては、地図を活用 した歴史学習 を支援す るために、Google mapを 用い

た システムを試作 し、簡単な応用例 を示す ことがで きた。

 英語学習に関しては、留学経験のない英語学習者 を目的とし、帰国子女や留学生から集

めてきた、留学先で初 めて学んだ英語 の知識 を主 として学習教材 をWeb上 に試作 した。

 以上3つ の教材 は、今後 も発展 させてい く予定である。(安 村)



2.ド イ ツ語 部 門

 ドイツ語部門では、2007年4月 に教材の大幅な改定がなされ、それにあわせ た各 コン

テンツの更新作業がおこなわれた。以下、それ について詳述する。

[1]SFCド イツ語教材開発研 究プ ロジェク トとその活動 について

 SFCド イ ツ語 教材 開発 研 究 プ ロジ ェク トは、春 学期 ・秋 学期 に 開講 して い る研 究 プ ロジ

ェ ク ト 「メデ ィア と言語 教育 一 ドイ ツ語 学習環 境設 計 プ ロジェ ク ト」(担 当教 員:藁 谷 ・

太 田 ・ライ ンデル)で の活 動 を基盤 とす る研 究主体 で あ り、 教員 ・大 学院 生 ・学部 生 ・研

究生 か ら成 るメ ンバ ー で構成 され てい る4。 本 プ ロジ ェク トで は、SFCド イ ツ語 履 修 者 の

た めの教材 開発 を 目的 と して、様 々な 自習 用Web教 材 お よびモ バイ ル教材 コンテ ンツ を 、

教 員 ・学 生 が一 体 とな って 開発 ・制 作 して い る(URL:htt:1/dmode.sfc.keio.ac../)。

 SFCド イ ツ語 研 究 室 では これ まで独 自の ドイ ツ語 教授 法 にも とつ く教材 を開発 し使 用

して きた が、 これ らは 「Modelle」 シ リー ズ(三 修社)と して、2006年3月 まで に全3巻

が刊 行 され てい る。 さ らに2007年2.月 には 「Modelle l neu」(改 訂版)が 出版 され た。

本 プ ロジ ェク トで 開発 してい るWeb教 材 お よびモ バイル 教材 は 、すべ て この 「Modelle」

に 準拠 して い るた め、2006年 度 の活 動 は 、これ まで に提供 して い る コンテ ンツ の見直 しお

よび拡 充 が 中心 とな った。

 以 下、Web教 材 コンテ ンツ の開発 と更新 、モ バ イル教材 の開発 、学 習支 援 サイ トMoodle、

そ してVideo-Tandemに つい て述 べ る。

[2]Web教 材 コンテンツの開発 と更新

[21-1名 詞 デ ー タベ ース

概要

 「名 詞 デー タベ ー ス」 は、SFCド イ ツ語 教 材Modelleシ リー ズ(第1巻 か ら第3巻)

で使われてい る名詞デ0タ を一括管理するものである。 ここには、ファイル名、当該の単

語 が導入 され ている期お よび課、名詞 の惟、 ドイツ語、 日本語 、カテ ゴリお よび関連 した

複数の画像が登録 されてい る(図5)。

  このデ0タ ベースの特徴 は、 ドイツ単語の意味を 「翻訳 され た 日本語」 として示すの

ではなく、画像 と関連付 けて提示す る点である。ひ とつの単語に対 して複数の関連 した画

像データが示 され るこ とによ り、学習者 は各単語 の意味を限定的な訳語 として捉 えるので

42006年 度 の メ ン バ ー は 、 藁 谷郁 美 、 太 田達 也 、 マルコ・ラインデ ル、松 原 弘 典 、 山本 大 朗 、 鈴 木 敬 直 、 呉 薇 、

増 子 宗 雄 、若 月 壮 太 、石 井 誠 、 芝洋 平 、 伊藤 翼 、 柿 沼 緑 、真 野 恵 理 子 、 次 田尚 弘 、 江 面快 晴 、加 藤 周 作 、

ダ コ ル・ベ ルシュテット。2005年 度 秋 学 期 には 平 高 史 也 、 今 井 遼 が本 プ ロジ ェ ク トに参 加 して い た 。
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はな く、画像 か ら喚起 され るイ メー ジで 多面的 に捉 え るこ とがで きる。
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 この 「名詞デー タベー ス」 は、新 たに画像 や単語 を追加 ・編集す る ことによって さらに

構築 してい くことが 酊能 な、成長型 システ ムである。 図6は 編集用 の画面 である。
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この 「名詞デー タベー ス」を利 用 した学習教材 のひ とつ に、「名詞性 当て クイズ」があ る 体

章[2]-2参 照)。
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更新 作業

 基盤 とな る教科書Modelleが 改訂 され ると、デー タベース に登録 され ている名 詞 リス ト

の更新 が必要 にな る。 以下、その作業 内容 につ いて概 説す る。

 まず 、教科書 の改訂 に合わせ 、使用 単語を総 チ ェック して 、未登録の新 出単語 を登録 し、

また不要単語 を削除す る。 掲載 箇所 に変 更があ る場 合に は、単語 登録場所 を移動 す る。

Modelle l neuを 基盤 と した部分 の作業 にあたっては、教科 当の最後に記載 され ている新

出単語 リス トを使 用 しなが ら、新出 単語 リス トに載 ってい る単語 を一っ一っ更新 画面上 に

あ る絞込み検索 で検索 してい く (図7)。

 紋・ノ込み検嚢
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                   図7

検 索の際 には、 ファイル 名で検索 をかける(図8)。
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                   図8

検索 した結果 、当該フ ァイルがあった場合、 かつそ の ファイル が登録 され てい る期 、課 と

もにMode■e l neuと 同一 の場合 は、次の単語 の作業 に うつ る(図9)。
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                   図9

 検索 した結 果、 当該 ファイルが別の期 、課 にあ ることがわか った場合 は、デー タベ ース

更新画面 で期 、課 を変 更す る。そ の際 、IDの 数宇 を ク リックす るこ とによって史新画 面に

移行す る ことがで きる(図10)。 ここか ら期、課に移 行 したい先 の数字 を記入 し、右側 に
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あ る 「更新」ボタンを押す ことで、更新 が完 了す る(図1ユ),、 す る と、修 正 され た ものが

表示 され る(図12)。 以上の作業 を終 える と、デー タベ ースの変更が反 映 され 、図13の

よ うに検索結果 に も反映 され る。

名 詞 デ ー タベ ー ス:編 集 画 面

codeニ976を 編 集

ノアイル モapfel

 期  3

 課  7

 性  r

ドイツ語 Apfel

日本 語 りんご

カテゴリ 下

鵠

亜
圏

鵠

。,,澗
[参照、]L塑 」

図10

名 詞 デ ー タベ ース:編 集 画 面

code=976を 編 集

ファイル名apfel

 期  3

 課  7

 性  r

ドイツ語Apfel

日本語 りんご

カテゴリT

z

鶴

匝
匝
翻

圖
画像澗

膿 」画
図11
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名 詞 テ ー タベ ー ス:編 集u面

修正しました

 lekti on  =  '2'

code=976を 編 集

ファイル 名apfel

期  3

課  z

性  r

ドイツ語

日本語

Apfel

りん ご

カテゴリT

圃
画
圃
圖
團
圓
圓

酊象鋼
L墾Ll幽 」

図12

 や.博  p!..: ,・  、幽

翻 脳 凹凹 詔鴛'
.,.『   r….㌧

凹
幽

、 図13

 す でに登録 され てい るがModelle l neuに は出て こない単語 については、今 後ふたたび

使用す る可能性 を考えて、削除 はせず にLektion 13に 課を変 更す る。課 は12ま で しかな

い ため、Lektion 13と して登録 された単語は表か らは見 る ことが出来な くな るが、課を変

更す るだけでいつ で も再使 用す ることがで きる。

 検索 した結果 、単語が見つか らない場合 は、新規 単語登録 を行 う必要があ る。 そのため

にはまず 、「新 規単語 追加 」か ら、 「新規 単語登録 画面1に 移動す る(図14)。 次の画面で

必要 な情報 を登録 し単語登録 ボ タンを押す と、 当該 単語がデ ー タベ ー スに追加 され る(図

15)0
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       /G941iteratur    GI  Lektlon

       1096 mathematik   G/   Leはivn

       1091medizin   GI Lektion

       1099philosophie  GI  Lektion

       1100physik     GI  Lektion

       1108soziologle   GI  Lektion

       1120Wirtschaft  Gl Lektion

       1198」azz       〔31  Lektlon

       絞 り込み検 索

       ■ ■囮i四 圏 …1= ■
          dpfeI     指定なし v 指

       他 の メニュー へ

          ○  →秦斤規単 言吾」旦力口

             図14

名詞 性 当てクイズ.:編集画 面

新規単語登録

    ■臨副1■  (1～3の半角数字)

    ■囲 ■  (1^-/2の半角数字♪

    ○ (rs,e,PD

    囮     (ウムラウト文字または&Uuml.形式が可能〕

    囲

    回

    単語登録

                 図15

この作業を全ての単語 において繰 り返 し行い、全ての単語 リス トを.更新 させ る。
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[2]-2 名詞性 あて クイ ズ

概要

 「名 詞性 当て クイ ズ」 は、単語 の意味 を画像イ メー ジ と直結 させ なが ら ドイツ語の名詞

の意味 とその性 を学習す るために開 発 され たWeb教 材 であ る。 ドイ ツ語 の名詞 には男性 、

中性 、女性 の3種 類の性 があ り、 ドイ ツ語学 習者 に とって名詞 の性 を覚 えるこ とは容 易で

はないが、 この クイズで は、問題画 面に表示 され た画像 を見なが ら、 ゲー ム感覚 で名詞 の

性 に慣れ親 しむ ことがで きる(図16)。(URI.:htt'〃dmodesfc.keiaac「 ノmeishi.htm)

利用方 法

 学習者 は、表示 された名詞 と写真 を見なが ら、男性 名詞 な らder,中 性 名詞 な らdas,女

性名詞 な らdieを クリックす る、,

                実 行 画 面

学 習 した い 課 を選 択

す る、

航     餓

'

讐
}

=

:

;

島

}1

'目-附識 苧麟麹蟹慰塑
.塑 幽二.:-1

Markt

藁

   磁梁
誕斡

07'

表 示 され た 名 詞 に 対

し適 切 な 定 冠 詞 を ク

リックす る と、瞬時 に

正解 ・不正解が表示 さ

れ る。

 i

表示す る写真 は

3つ まで登録 可能。

一一
図16 『名詞性 当て クイズ』 実行画面

名詞 を表す画像 を

表示 、

】正解 の場倒  定冠詞 つ きの名詞 と画像が表示 され 、次の問題 に進む こ とがで きる。

1不正解 の場合1 「も う一度!」 を意味す るアイコンが表示 され 、それを ク リック

す る と再挑戦 でき る。

讐

a
noch mall
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[2】-3 発音導入 コース

概要

 「発音導入 コー ス」は、Webヒ で ドイツ語の発音を学習す る教材で ある。学習者 はPC

の画 面を見なが ら、映 し出 された映像 に合 わせ て発 音す ることで、アル ファベー トや簡単

な単語 ・表現 の発 音練 習 をす るこ とが出来 る。身近 にネイテ ィブス ピー カー と接す る機会

が少 ない学習者 に とって、 この教材はネイテ ィブス ピーカーの発音を繰 り返 し聞 きなが ら

練習す る ことができる とい う利点が ある。 また、口お よびその まわ りの筋肉の動 きを視覚

的 に確認 しなが ら発 爵を練習す ることが可能 である ことも、本教材 の大 きな特徴で ある(図

17)URL:httn//dmode.sfc.keio.a�.jp/hatsuon.htmo

図17 「発音導人 コース」 実行 画面

利用方法

 学習者 は、画 面に映 し出 され るネイテ ィブ スピーカー の表情 を見なが ら発音 を真似 るこ

とが できる。学習者 が 自分の発音 を 自己評価す るためには、ウェブカメラを使用 して、「発

音導人 コー ス」 に映 し出 され た画面の隣に学習者 自身 の発音 の様子 を表示 す る学習法が効

果的 である。

 また、この教材 は、学 習者 がいつ、 どの コンテ ンツを、 どれ くらい利用 してい るのか、

とい った情報 を、「先生 のペ ージ」とい う教材提 供者川 のペー ジか ら確認す ることがで きる。

図18と 図19は そのペ ージの一部 であ る。
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図18 「発音導入 コース」のス ター ト画面
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瀞

繍

磁

図19 学習履歴 を示す画面

【2】-4 サ ッと独作!

概 要

 「サ ッと独作!」 は、Modelleシ リーズの中 のキーセ ンテ ンス(Schl�sels舩ze)を も

とに した、 ドイツ語 作文練 習のため のWeb教 材 で ある。これは、西村則 久氏が開発 した 自

動作文添削 ソフ ト 「サ ッと英作!」 のBUD言 語 を利 用 して 、当プロジェク トの加藤周 作

氏 によって制作 された5。

5加 藤周 作:ド イ7語 学習 環境 の設計 ・実践 ・評 価 一Web教 材 を中 心 と した 自律 学 習支 援 シ ステ ムの構

築 一.慶 慮 義 塾大 学 大学 院 政策 ・メデ ィ ア研 究科 修 士論文(2006年9月)。
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利 用 方 法

 学 習 者 は 、 ド記URLか ら 「学 習 者 の ペ ー ジ 」 に 入 る 。

 http:〃dmode.sfc.keio.ac.jp/eisakuノ

 ロ グ イ ン 後 、 学 習 した い 課(1.ektion)お よ び 問 題 番 号 を 選 択 す る と 、 図20の よ う な

問 題 画 面(黒 板 の 画 面)が 表 示 さ れ る 。問 題 に した が い 解 答 の ドイ ツ 語 文 を 入 力 し、 「添 削 」

ボ タ ン を 押 す と 、 自 動 的 に 添 削 が 行 わ れ る 。

問題はココに表示・＼
 MU▽ 細 卿鳳騨

0 1 直  L.脚 ̀  幽,  凡..

こ こに答 えを記 入。

3Qま でチ ャ レンジが 可能 。

/
a・ 叫 ゐ

 
 
 
㍉

紺耀

箔
∵
冨
/

」
n

                ■暫 ド
特殊文字の代用記入方法                  記入が終 了した ら添削ボタンを押す

   正解 した場合⇒自分の答 えた作文に加え、他の正解例 も表示 され る

   不正解の場合⇒誤 りの部分が指摘 され、正解するための ヒン トや

           ア ドバイスが表示 される

図20 「サ ッと独 作!」 添削画面

 「サ ッ と独 作 【」 の 自 動 添 削 シ ス テ ム で は 、 西 村 氏 が 開 発 した 「BUD言 語 」 と 呼 ば れ

る 専 用 の1[解 記 述 用 の 言 語 を 利 用 して い る 。 図21は 、 問 題 お よ び 解 答 の 作 成 用 の ペ ー ジ

で あ る 「教 師 の ペ ー ジ 」 で 問 題 を 作 成 し て い る と こ ろ を 示 す も の で あ る 。 【1こ解 デ ー タ 欄 に

は 、BUD言 語 に よ る 、 次 の よ うな 一 文 が 書 か れ て い る 。

   Ich[will, moechte][Deutschlehrer, Deutschlehrerin]werden_
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         図21 『サ ッ と独 作!』 よ り 「教 師 の ペ ー ジ 」 の 例

 [will, moechte】 と い う記 述 は 、当 該 箇 所 はwi11で もmocchtcで も 可能 、と い う こ と を 、

ま た[Deutschlehrer, Deutschlehrerin]と い う記 述 は 、DeutschlehrerとDeutschlehrerin

の ど ち ら の 語 を 使 っ て も 正 解 で あ る こ と を 表 す 。 した が っ て 、 一ヒに 示 され たBUD言 語 に

よ る 一 文 で 、 以 下 の4つ の 文 が 「正 解 文 」 と し て 登 録 され る 。

   Ich will Deutschlehrer werden.

   Ich will Deutschlehrerin werden.

   Ich moechte Deutschlehrer werden.

   工ch moechte Deutschlehrerin werden.

 こ の よ うにBUD言 語 は 、 い く つ も 考 え ら れ る 正 解 の 可 能 性 を 効 率 よ く記 述 す る こ と の

で き る 言 語 で あ り 、 こ れ に よ っ て 「サ ッ と独 作!」 は 多 く のIF.答 を 比 較 的 に 簡 単 に あ ら か

じめ 登 録 さ せ て お く こ と が で き る 。 ま た 、BUD言 語 の 記 述 規 則 を 理 解 す れ ば 、 問 題 作 成

者 は こ の 「教 師 の ペ ー ジ 」 を 利 用 し て 簡}ltに 問 題 を 追 加 した り 、 解 答 例 を 編 集 した りす る

こ と が で き る。

 な お 当 プ ロ ジ ェ ク トで は2004年 春 、秋 の2回 に わ た っ て 「サ ッ と独 作!」 の 利 用 者(SFC

ドイ ツ 語 履 修 者)を 対 象 に 、 「サ ッ と独 作!」 の 利 用 調 査 お よ び 学 習 者 の 学 習 ス タ イ ル の 調

査 を 行 っ た 。 調 査 結 果 に つ い て は 、 加 藤 周 作/石 司 え りノ太 田 達 也(2006)を 参 照 さ れ た い 。6

一
ρ

一
P「

「

6加 藤 周作/石 司 え.り!太 田達 也(2006):自 習用Web教 十a『サ ッ と独 作!』 の開発 と利用 調 査」一 慶磨

義 塾 大学 湘 南藤 沢 キ ャンパ ス(SFC)ド イ ツ語 教材 開発 研 究 プ ロジ ュ.クトの 取 り組 み.慶 磨 義 塾 大学 外国

語 教 育研 究 セ ン ター 『慶 磨 義塾 外 国語 教 育研 究』 第2号7J・103頁 、,
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[3]モ バイル教材

[3]‐1  d-Pod

概要

 d-Pod(ド イ ポ ッ ト)と は、 podcastingを 利 用 した ドイ ツ語音 声 ・動画 教材 の配信 シ ス

テムである。本 システ ムは、「音声 ・動画教材 を身近なものへ」とい うコンセプ トのもとに

開発 された。

 近年 、iPodを 使 っ たpodcastingで ニ ュー ス配 信 な どが盛 ん に行 われ てい る。 この 技術

を応用 し、当プ ロジェク トでは、podcastingを 利用 した音声 ・動画の配信 システムを開発

した。SFCド イツ語インテンシブ コースのカ リキュラムでは、毎週1課 ずつのペースで学

習 が進 め られ るが、 これに合わせて毎週の ビデオスケッチ を配信す ることで、学習者 のポ

ータブルオーデ ィオプ レーヤーに自動的 に動画データがダウンロー ドされる。これによ り、

既存 の音声 ・映像教材 を学習者が利用す る うえでの利便性が大きく高まった。

 ま た、同 じコ ンテ ンツ をpodcasting以 外 の形 式 で も提 供す る こ とによ って、本 シ ステ ム

はiPodを 所有 している学習者 にのみ向け られた ものではな く多様な学習者に対応 した も

の となってい る。また、パ ソコンに慣れていない学習者 でも容易に利用できるよう、ワン

クリックでiTunesにpodcast登 録ができるよ うにす るなど、学習者 の 目線に立った様々

な工夫がなされてい る,

 本 システムによ り、通学時間中な ど通信環境が整っていない場合で も、その週に配信 さ

れた動画を確認す ることができる。2006年 秋学期にSFCド イツ語クラスで行 ったア ンケ

ー トでは、学校や 自宅 など通信環境 が整っている場所以外でも音声 ・動画教材 で学習 した

い とい う意見が多数寄せ られていた。本 システムは、この要望に応 えるものである。また、

一度Podcastを 登録すれば定期的に教材が配信 されるため、更新 されているか どうかを確

認す るために教材配信 の画面 を覗 く必要がない とい う点 も、学習以外の手間をなるべ くか

けた くないとい う学習者 の意見を反映 した ものである。

利用方法

 学 習 者 は ま ずhttp:〃dmode.sfc.keio.ac.jp!podcast1に ア ク セ ス し 、 表 示 さ れ る レ ベ ル

(Intensiv 1, Intellsiv 2, lntensiv 3)の 中 か ら学 習 した い もの をク リックす る と、 図22

の よ うな レベ ル別 のPodcast配 信 用ペ ー ジに ジャ ンプす る(画 面 はIntensiv2の 例)。 ス キ

ッ ト本 文 のス ク リプ トは、 「表 示/非 表示 」 を切 り替 え られ る よ うに なっ てい る。
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〈 週 ご と に 動 画 の 自 動 配 信 を 受 け た い 場 合 〉

 ま ず 事 前 準 備 と して 、 ア ッ プ ル の サ イ トか らiTunesを ダ ウ ン ロ ー ド し 、 PCに イ ン ス ト

ー ル す る7
。iTunesを イ ン ス トー ル した 後 、 d・mode内 のpodcasting配 信 用 の ウ ェ ブ サ イ

トを 開 き 、 左 上 に あ る 「Podcastで 自動 取 得!」 と い うア イ コ ン を ク リ ッ クす る と 、 自動

的 にiTunesが 起 動 し 、 d・modeが 配 信 す るPodcastがPC内 のiTunesに 登 録 さ れ る 。 そ

の 後 は 、学 期 中 の 毎 週 定 時 に 、そ の 週 に 学 習 した 課 の 音 声 ・動 画 デ ー タ が 新 た に 配 信 され 、

自 動 的 にPCのiTunes内 に ダ ウ ン ロ ー ドさ れ る よ う に な る 。 iTunes内 に 動 画 が ダ ウ ン ロ

ー ドさ れ れ ば
、iTunesで 音 声 ・動 画 教 材 が 視 聴 可 能 と な る 。 ま た 、 動 画 再 生 可 能 なiPod

を 持 っ て い れ ば 、 音 声 ・動 画 教 材 をiPod内 の 再 生 リ ス トに 載 せ る こ と で 、 そ の 教 材 を 通

学 中 な ど の 空 い た 時 間 で 視 聴 す る こ と も で き る よ う に な る 。

 さ ら に 、 そ のiPodとiTunesを 同 期 さ せ る と 、 配 信 さ れ た 動 画 を 自 動 的 にiPod内 の 再

牛 リ ス トに 載 せ る こ と が で き る 。ilhnesとiPodを 同 期 さ せ る に は 、 i][/ines内 の 「デ バ イ

ス1→ 「iPod」 → 「ミュ ー ジ ソ ク 」 で 「音楽 を 同 期 す る 」 の チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス に チ ェ ッ ク

を 入 れ る 。 こ れ に よ り 、 配 信 され た 動 画 を ダ ウ ン ロ ー ド し、 さ ら に そ れ を 携 帯 音 楽 プ レー

ヤ ー に 入 れ る とい う手 間 を 省 く こ と が で き る 、、

7http=〃www
.applc.com/jp/iしunes/overview/を 開 き 、FreeDownlc)adを ク リ ッ ク す る こ と で 無 料 で ダ ウ

ン ロ ー ドが 可 能 。
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〈特定の週の動画のみ を視聴 したい場合 〉

 配信画面の左部分に、「配信 スケジュール」とい うメニューバーがあ り、そこに配信 が終

わった課 の一覧が表示 されているので、視聴 したい課 をク リックす る。する と、その課 の

教材 を配信す る画面 に移動す る。

 音声 ・動画教材 をダ ウンロー ドして動画再生ソフ トで視聴 したい場合は、「直接 ダウンロ

0ド 」 とい う部分 をク リックすれば、PCに 視聴 したい課の教材 をダウンロ0ド す ること

がで きる。ダウンロー ドが完了 した後、動画再生 ソフ トを立ち上げ、動画 ファイル を再生

させ ることで、教材を視聴す ることができる。オフラインでも教材 を視聴できるため、し

っか りと復習 をしたい場合 にこの方法 は向いてい るだろ う。iTunesにd-modeのPodcast

を登録 していない場合 も、このよ うな方法 により、iTune sに 音声 ・動画教材 をダ ウンロー

ドす ることができる。

 ダウンロー ドせず に視聴 したい場合には、視聴 したい課 の動画の一場面 をあ らわす画像

をク リックす ると、その視聴 したい週の教材 を、Yc)utubeの ようにブラウザー上で確認す

るこ とができる。 この方法は、手軽 に教材 を確認 したい場合に向いている。

画 面構 成

く履修 コース ご との トップペ ー ジ 〉

 トップペ ー ジで は、配信 の スケ ジ ュール と、podcas七ingへ の リン クを掲載 してい る(図

23)。 キーセ ンテ ンス(Schl�sels舩ze)は 、毎 週火 曜12時50分 か ら配信 開始 、 ビデオ

ス ケ ッチ(Sketch)は 、毎週 水曜12時50分 か ら配信 開始 となっ てい る。それ ぞれ 、配 信

可能 な 日程 よ り、個 々の課(Lektion)の ペ ー ジへ 飛ぶ こ とがで き る。 これ はSFCド イ ツ

語イ ンテ ンシ ブ コー ス の授 業 プ ラ ンお よび授業 時 間帯 と完全 に対 応 させ るた め の配信 設 定

で あ る。 この設 定 に よって 、学習者 は 自宅 での 自律学 習 と教 室 で の授 業 を有機 的 に結 びっ

けた学 習 がで き るよ うに配 慮 され て い る。

 Schl�sels舩ze、 Sketchと も、音声 と動 画 の両方 を配信 してお り、1つ の履修 コー ス ご

とに、合 計で4つ のpodcastingを 配信 して い る。 それ ぞれ のpodcastingへ の リンクが 、

画 面 下部 に掲 載 され てい る。 この リン クを ク リ ックす る こ とでiTunesが 起動 し、す ぐに

podcastingと して取 り込む こ とが で き る。 一度iTunesに 登録 す れ ば、 あ とは 自動 で 取得

され るた め、何度 もWebサ イ トにア クセ スす る必 要 はない。

<各 配信 ペ ー ジ>

 podcastingが 配信可能 になるスケジュール に合わせ、Webサ イ トで も動画や音声を再生

で きる。図24は 、ページを開いた初期の状態である。動画は停止 したままで、スキ ッ ト

本文 も表示 されていない。画像をク リックす ると、左側 のメニューが隠れ、大きなサイズ

で動画が再生 され る。また画面右側には、スキ ッ ト本文を表示す るエ リアを用意 してある。

本文の表示 ・非表示 を選択できるため、文字で確認することもで きる(図25)。
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技術的背景

①準備す る素材

 Webペ ー ジな らび にpodcastingを す るにあたって、以 下の素材 を揃 えてお く必要 があ

る。

〈動画 フアイル>

 Schl�sels舩zeとSketchそ れぞれ の元 とな る動画 フ ァイル を準備 す る。 この ファイル

はiPodで 再生で きる形式 に変換 してお く。PCヒ で も、 同 じファイル で再生可能であ る。

今 回は、ビデ オ336kbps(320×240,25fﾟ〕s)、 オーデ ィオAAC 128kbps(ス テ レオ)の 、

H.264ビ デ オ(.mp4)と して作成 した。

<音 声 フアイル>

 Schl�sels舩zeとSketchそ れ ぞれの元 とな る音声 ファイル を準備す る。 PCやiPodで

の再生形 式 と して通常使用 され る、mp3フ ァイル に変換 してお く。今回 は、ビソ トレー ト

128kbps(ス テ レオ)の 、 mp3フ ァイル と して作成 した、,

〈 スケジ ュール 定義 ファイル 〉

 授業 スケ ジュール に合わせた 、配信の スケジュール を定義 す るファイル を準備す る。 そ

れ ぞれ火曜12時50分 、水曜12時50分 か らの配信 を基本 とす るが 、不定期に学事 日程 が

組 まれて いる こともあ るため、それぞれのLektionご との配 信可能な 日時 を指定 してお く。
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②Webペ ー ジ

 個 々 のWebペ ー ジは 、P且P言 語 を用 い て プ ログ ラ ミング してい る。どの履 修 コー ス か、

どのLektionか 、 どの配信 ファイルかで場合分 けす ると、それぞれ多岐 にわたって しま う

が、それ らも適宜条件判断す ることで、1つ のPHPペ ー ジですべてを処理できるよ うに工

夫 している。

 Webペ ージで再生 され る動画は、iPod用 のものとは別 に、Flash形 式の ものを作成 した。

そのためWebブ ラウザ上でク リックす るだけで、す ぐに再生できるよ うになっている。

 画像を大きく表示 させた り、スキ ット本文の表示 ・非表示を切 り替 えた りす るために、

JavaScript言 語 にて プ ロ グラ ミン グ して い る。これ は 、 Webペ ー ジ内で の ク リックな どを

判断 して 、そ の場 でペ ー ジ内容 を書 き換 える技術 で あ る。

③podcasting

 podcastingに あた って 、配信 スケ ジ ュール に従 って 音声 ・動画 フ ァイル が公 開 され るプ

ログラムを組んでいる。podcastingで 指定す るURLに アクセスす ると、現在配信可能な

音声 ・動画ファイルの一覧をiTunesに 返す。 iTunesは その一覧か ら、 もし新 しいものが

あればす ぐに音声 ・動画 ファイル の本体 を取得す る。

 これ もプ ログラムファイル は1つ のみで、 どの履修 コースであって も、その履修 コー ス

専用 のスケジュール定義 ファイルか ら、自動で判断 して結果 を返す よ うになってい る。学

期は じめにスケジュール定義の更新 をする必要はあるが、学期途 中で手動で調整す ること

なく、毎 日自動で更新 されてい く。

④展望 一 「学習者参加型」のpodcasting

 podcastingに よる動画教材配信 システムの構築 により、SFCの ドイツ語学習者は授業で

見た ビデオを授業後す ぐにiPodも しくはpc上 で繰 り返 し見 ることができるようになった

が、今後 は学習者が授業内で作った会話を動画および音声 の形 で配信す るシステムを構築

してい く予定である。(2007年5月 現在、4コ マ漫画 に合 わせ て学習者が会話 を作成 し配

信す るシステムd・Theater「 ドイ ・テア0タ ー」の一部が完成 してい る。)こ れ により、学

習者 をあ くまで 「受容者」として捉 える従来型のpodcastingと は異 なる、「学習者参加型」

の双方向的なpodcastingに よる学習環境 を構築す ることが可能 となる。また、学習者の使

用状況及び使用評価 について も引き続 きアンケー ト調査 を行い、改良点を検討 してい く。

 なお、本研究の成果については、2007年6月 に 日本独文学会春季研究発表会 において、

 「外国語学習環境 における動画 ・音声配信教材 の意 味 と機能 一podcastingを 中心に 一」

と題 したポスター発表 を行 う。
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[3]-2 学習支援 サイ トMo。dle

概要

Moodle8は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 で 授 業 用 のWebペ ー ジ を 作 成 す る た め の ソ フ トで
、 SFC

ドイ ツ 語 で は こ れ を 利 用 して 授 業 の 幅 を 広 げ 、 学 習 者 の た め の 自 律 学 習 環 境 を 整 え て い る

(図26)。URLは 次 の 通 り で あ る:htt'〃dm〔>de sfb keio ac'1moodle/。
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利用方法

 Moodleを 利用 す るために はまず ログイ ンをす る必要が ある。 図27は ログイ ン画 面で

ある。学 習者 が ログインす る と、管理者 には どの学習者が どの教材 を用 いた かがわか るよ

うになってい る。

8参 照:http:〃moodle
.org〆
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                 図27 ログイ ン画面

コンテ ンツ構成

 図28に 、 コー スカテ ゴ リ画面 、図29はMoodleコ ンテ ンツの構成 図 を示す。
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図29 コンテ ンツ構成 図

 以 ド、Moodle I=にある授業 のペー ジ及 び教材 を紹介す る.

① ドイ ツ語 自習教材.

     名 詞性 あてクイ ズ(本 章[21-2参 照)

     発音導入 コー ス(本 章[zl-3参 照)

     サ ッと独作!(本 章[2]-4参 照)

     キーセ ンテンス練習 問題(Modelleの キーセ ンテ ンスを元にHot Potatoesを

                利 用 して作成 した穴埋 め問題)

     Modelleの キーセ ンテ ンスお よびスケ ッチ の音声(学 内のみ ア クセス可能)

② 海外研修準備 コー ス

③TANDEM Fujisawa-Dresden-Halle

●CONTENTS-Kurse

 ここでは 、「キーセ ンテンス練 習問題!に つい て紹介す る。

 学習者は まずMoodleに ログイ ン し、 ドイ ツ語 自習教材 を選択す ると、次の よ うな画面

が表示 され るので、その中か ら 「キーセ ンテ ンス練習 問題 」を選択す る(図30)。
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 次 に練習 を したい課 を選び(図31>、 ク リックす る と、図32に 示す よ うな 穴埋 め問題

が表示 され る。
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  それ ぞれ の空欄 をク リック し、答 えを入力す る。 答 えがわか らない場 合は、

ンを押す と最 初の一文字が表示 され る(図33、34、35)。
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  日本のパ ソコンの キー ボー ドには通常ない特殊 文字(萋�ﾟ�)を 入力す る場合 は、

画面下にあ るボ タンをク リックす る(図36)。
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入 力 後 、 画 面 下 の[Check]ボ タ ン を 押 す と 、 自 動 的 に 採 点 が 行 わ れ る (図37、38)。
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 次の画 面で表 示 され る 「OK」 を ク リックす ると、間違 った箇所 のみ が空欄 と して現れ

るので、あ らた めて解答 を入 力す る(図39、40、41)。
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[3]‐3 Video-Tandem

 「タンデ ム」 とは二人乗 りの 自転 車の ことで ある。 二人でペ ダル を こげ.k、 よ り強 い力

で前に進 む ことが できる。外 国語 学習 で 「タンデム」 といえば、「互いに学 び合 う」ことを

さす。 つ ま り、母語 の異 なる二人 が互 いの言語 を相手か ら学 び、同時に相 手の学習 を助 け

る ことを意味す る。

 SFCド イ ツ語研究室 では、2005年 春学期 よ り、 ドレスデ ン工科 大学東ア ジアセ ンター

と提携 して、 ビデ オチ ャ ッ トによる 「タンデム」 を ドイ ツ語授業 に取 り入れ てい る。 これ

は、 目本 の ドイツ語学習者 と ドイ ツの 目本 語学 習者が、イ ンター ネ ソ トを通 じて ヴァーチ

ャル 対面 コ ミュニ ケー シ ョンを行 うものである(図42)。 使 用す る言語 は、それ ぞれ の学

習 言語 であ る。す なわ ち日本人 は ドイ ツ語 、 ドイ ツ人 は 口本語 を使 用す る。「2対2Jの 小

グル ープで、互い に画面 を見 なが らビデオチャ ッ トをす ることで、学習者 は授 業で習 った

表現 を実際 に試 した り、コ ミュニケー シ ョンの成 功体験を得た りす るこ とが できる。また、

母語話者 との会話や コ ミュニ ケー シ ョンに対す る不安の解{�に もつ なが る。

 学習者 はそれ ぞれ 自分た ちの興味の あるテーマ について質問 を用意 し、互 いにイン タビ

ューす る。得 られ た情報は小 さな記事 の形 にま とめ、最 終的にはイ ンター ネ ソ ト ・フ ォー

ラムに掲載す る。 こ うす ることによって、各グル ープでの個々の作業が 、最終的 には クラ

ス全体 で共 有す る もの とな る.2005年 秋学期 か らは ビデオチ ャ ソ トの様子 を記録す るシス

テ ム導入 した。 これ に よって、 ビデオチ ャ ッ トの様 子を後 か ら分析 す るこ とが可能 となっ

た。 一
.s 導 ' .毫 ψr

6・ 中・ 卜 冒1 `  欄  聰 =

            卿'
,
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墜 、
」

図42 ビデ オ ・タ ンデムの様 子
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 この 「ビデ オ ・タ ンデ ム ・プ ロジェ ク ト」 は 、外 国 に住 む 同年 代 の人 々 との コン タ ク ト

が得 られた り、ことばを実際的状況において使 った り、また会話を通 じて多 くの収穫が得

られた りす るといった利点 を持つため、学習者のモチベーションを高 めるうえで非常に大

きな効果がある。学生へのアンケー トでは、多 くの学習者が、「学習言語でコミュニケー シ

ョンをす る能力が非常に向上 したと思 う」 と答 えてい る。 このプロジェク トに参加 した学

生の中には、すでにパー トナ0を ドイツに訪ねた人 もいる。彼 らは今でもパー トナー との

友好 関係 が続いてい る。9な お、このタンデ ムプロジェク トは2006年 度秋学期 より ド

イ ツ州立ハ レ大学 とも開始 され現在 に至る。

9Marco Raindl, Video・↑andem im DaF-Unterricht.日 本 独 文 学 会 ドイ ツ語 教 育 部 会 『ドイ ツ語 教 育 』第

11号(2006)53・62頁 を参 照 。
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3.フ ラ ン ス語 部 門

 SFCフ ランス語セクシ ョンでは、「フランス語千夜一夜」とい うpodcastラ ジオ局を立ち

上げ、実際に放送を開始 した。Podcastの 魅力 は何 と言 っても、個人がラジオ局 をもち、

情報を比較的簡単に世界に発信できる とい うことである。デジタルメデ ィアの中で も、技

術的な障壁が とても低いメデ ィアであると言 えよ う。

 そ してpodcastは 今 までの教育 に新たな視座 も提供 して くれ るメデ ィアである。

 た とえば、教員が自分の教材 を発信す るとい うことは、従来ほぼ教室 とい う空間に閉 じ

られ ていた教材 を、 日本 中、いや世界中の学習者にむけてオープンにできるとい うことを

意味す る。 また学生は受信者 として、多 くの コンテンツの中か ら、気 に入 った ものをダウ

ンロ0ド し、またアーカイブ化 し、携帯プ レーヤーに入れていつでもどこで も学習できる

よ うになる。つま り教材 は教室にあるのではなく、ネ ッ ト上に散 らばっているのである。

教員 は数 多くの見えない生徒 にむけて、 自分のコンテンツを開示 し、生徒は、それ を自分

で取捨選択す る。ま さに、教材の形式が 自由自在になったのである。

さらにpodcastは データを、日々更新でることが大きな魅力である。教員は最新の話題 を

提供す ることができるし、学生に とっては、ま さに教材は、パ ッケージとい う固ま りでは

な く、 どんどん更新 され るものとして手 に届 くことになる。 これは従来の教育放送 とは異

なる概念 である。 たとえば放送大学やNHKの ラジオ、テ レビとい うのは、 日々放送 され る

とはいえ、教材 は、始ま りと終わ りのある一冊の 「教科書」があくまで も中心である。 し

か しpodcastingは 、ま さにラジオ番組 として、毎回、毎回 をひ とつのプ ログラムとして独

立 させて考えることができる。そ してダウンロー ドとい う機能 によって、アーカイブにも

なれば、使い捨てにもなる教材なのである。

 今 回 のpodcastで は 、 SFCフ ランス語 セ クシ ョンの5名 の非常 勤講 師 も参 加 し、全部 で

6つ の番 組 を、週3回 のペ ー スで 更新 して い る。番 組 は以 下の通 りであ る。

Imaginaire-Patrice Leroy+学 生2名(瓜 生 牧子 、犬 伏 あや か)

                      一フラ ンス語 の独 特 な レ トリック に着 目。

ras-le-bol-Patrice Leroy+学 生2名(瓜 生牧子 、 犬伏 あや か)

                          一フ ランス語 の俗 語 表現 を紹 介。

Une expression, un jour-Vincent Durrenberger+國 枝 孝 弘

          一 フ ランス語 の初 級表 現 と、そ の表現 を使 った短 い フ レー ズ を紹介 。

Le Japon, La France, Les chiffres-Florence YokoニSudre+北 村 亜矢 子

                             一 数 字 を通 した 日仏 比較。

P麝e-m麝e-Claire Jacqmin+平 松 尚子

                  一 フ ラ ンス の今 の音楽 や文 学 な どの文化 情報番 組 。

Radio humanites一 國枝 孝 弘

                  一 フ ラ ンス思想 、文 学 な どのテ キス ト紹 介 と解 説。
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 この ように番組の レベルは初級か ら上級まで様々なレベル に対応 してお り、 自分の興味

にあわせ て、番組 の取捨選択がで きるよ うになってい る。また番組 はいずれも3分 ほ どの

短い番組で、1番 組=1コ ンテンツを守ってい る。

 っま り番組作 りが構想 の根本は、あ くまでもラジオ番組 の配信である。 リスナーが 自分

の気に入った番組にダイヤル をあわせ て、聞 く環境を再現できるよ うに、番組 の内容 は多

種多様であり、教員は、デ ィスクジ ョッキー として、 コンテンツを提供す る。 キーになる

フレーズや表現を学べた り、あるいは教員のお しゃべ りが、実は ヒア リングの練習になっ

ていた りと、工夫 が施 されているが、スタイル はあ くまでも、3分 間の番組 なのである。

 またこのプ ロジェク トは、教師の コラボ レーシ ョンとい う意味で も意義がある。従来、

教師は、個人個人で閉塞す ることが多いが、ここではSFCの チ0ム ティーチングの伝統 を

十分 に活か し、教師がペ アを作 り、非常 にバラエテ ィに とんだ 「番組」を提供 している。

また一部 の番組は学生も参加 している。podcastと い う新 しいテクノロジーが可能 にす る、

「誰 でもが発信者 となれ る放送局」 とい うメ リッ トを、 コラボ レ0シ ョンとい う形態によ

って、十二分に活か している と言 える。

 Podcastは 日本にいなが らにして、簡単にフランス語 を聞 くことを可能に して くれ る。

またvideo-podcastな らば、画像も同時 に見ることができる。 この ようにpodcastは 日常

の中で、簡単に外国語 に触れ ることのできるメディアなのである。(國 枝)

4.中 国語部 門

 中国語セクションでは、携帯教材開発以外の主なもの として、1)「 中国語初級作文添削

システム」開発 を行なっている。またその他に、学部のWEB教 材開発研究会(重 松担 当)

を中心に2)種 々の教材 開発を行なってい る。以下では1)、2)に ついて詳述す る。

[11中 国語初級作文添削システ ムの開発

 これは 「ITと 学習環境プロジェク ト」が 目指す学習者 自らの学習マネジメン トに欠 か

せ ない 「外国語 レベル診断システム」構築への第一歩である。学習者の 「レベル 自己診断」

を可能にすることを最終 目標 とし、最 も手の付 けやすい 「初級作文」の添削結果をデータ

ベースとした 「レベル診断」を考 えた。最終 目標は 「多言語」で(言 語に関わ らず)同 じ

よ うに使 えるシステムである。

 システム開発は、大岩研究会のチームに依頼 し、2006年 度の1年 間をかけて現在の形が

完成 した。2007年 度4月 か ら実際にSFC中 国語を履修 している学生に公開 し、1ヶ 月に

ほぼ3回 の割合で作文問題を出 し(中 国語研 究室HPに 公開)、このシステムで添削 を行な

っている。
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「添削システ ム」の発想は非常 に単純で、通常紙ベースで行 なわれている添削の要領 で、

WEB上 で誤 りを指摘 しコメン トを付けて返す、 とい うものである。実際の作業は、学習

者 か ら送信 された作文 を、

① 作文中の誤 りを指定(マ ーク)す る。

② その誤 りの種類を特定 して分類す る。

③ それぞれにコメン トを付 けて返送する。

とい う順序 で添削する。一つの作文の中に出てきた誤 りのすべてについて、一つ一つ 「箇

所指定」、「種類特定」、「コメン ト」の3作 業をする とそれがデーターべ一スに送信 され る。

デー タはエクセル表で読み出す ことができる。

イ メー ジ図

学習者

プ ッ ト

 手作業の部分では、全 く同 じ回答が入力 された場合 は 自動的に同 じ添削作業が行なわれ

て、そのままデータベースに送 られ、添削者 の方には送信 されて こない。つま り、学習者

10人 が全 く同 じ回答 を送信すると、始 めに来たもののみ添削すれば、その他の9人 の回

答は 自動的に同 じコメン ト付 き添削結果が、学習者 に送 り返 され る。正答の場合 も全 く同

じである。 同 じ回答が多ければ多いほ ど手作業が減 り、添削が省力化 され る。そ して手作

業 による添削データが蓄積 されれば され るほど、添削の精度が上がることになる。

 現実には、文が短 く単純であるほど同 じ回答が出現す る可能 性が高 く、逆に長 く複雑 で

あればあるほ ど同 じ回答が出現す る可能性 は低 くなる。従って、非常に単純な初級の添削

であれ ば、作業は半自動化 し省力化が実現す る。っま りこの添削システムは、初級作文向

きであ り、少 なくとも単文 レベル での運用がベス トである。但 し、 この添削システムを多

くの添削者が使い、データベースを充実 させてい くことによって、初級 に関 してはかな り

の精度で添削す ることが可能になる。2006年 度秋に実際に運用 してみた結果、添削者 の費
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や した時間は、紙べ一スの約半分であった。

 データベースはエクセルの表 の形式で読む ことができ、①一般 に誤 りの多い文法部分が

わかる、②学習者個人に多い誤 りが特定できる、③文法のカテ ゴリー別 に分類 されている

ので出題 のヒン トが得 られる、とい う利点がある。

 学習者に とっては、①紙べ一スよ り丁寧な添削が受 けられ る、② 自分の誤 りが一覧 でき

て弱い部分がわかる、③何度 も同 じ問題に回答がで き、 しか もその都度添削が受 けられて

正答 に至 ることができる、 といった利点があ り、 自律的に作文練習に取 り組む ことができ

る。

 このシステムの問題点は、①データベースが充実 しない と、添削者 に とっての 自動添削

の うまみが出てこない、②多 くの添削者が同時に添削を進 めることができない、③ 自由作

文には対応できない、 とい うところにあるが、① と② は解決可能である。

 このシステムでは、当該言語 の形態素解析 な どを一切行なわず、も ともと添削者の手作

業に よる添削の積み重ねによってデー タベースを作 るため、 どの言語 に置き換えて も同 じ

ものができるとい う大きな利点がある。従 って今後 の課題は、 中国語添削データベースの

充実 を図 ると同時に、多言語化 を進めることである。

【2】 中国語部 門のその他 の教材開発

 中 国語 部 門 では これ まで多 くの教材 を開発 して き たがhtt:〃dlms.sfc.kelo.ac./)、 今 年

度取 り組んでいる教材には、以下のようなものがある。

①漢字のつ くりによる学習教材(渡 辺洋子2006年 度卒、2006年 度教育工学会大会で発表)

 漢字を検索す る際、一般 には偏による部首索引や ピンイン索引を利用す るため、偏が表

す意味符 の学習は 自然 に行 なわれ る。 しか し日本人学習者 の苦手な発音の習得 には、これ

まで ピンイ ンしか手段がないよ うに考 えられてきた。 しか し実際は漢字の 「つ くり」はか

な りのパーセンテ0ジ で音符(発 音を表示する文字)が 使われてお り、そこに注 目すれば

発音を推測す る勘が養われ る。それ を利用 して漢字の 「つくり」によって常用漢字 を分類

し、発音記憶に役立てよ うとい う教材 である。

②英語速読教材(河 合聡志、学部3年)

 英語の中級か ら上級では、速読による多読が要求 され る場面が多い。そ こで辞書を引 く

な どの 「読み」以外の行動 で、文の流れへの集 中が途切れない ように、画面に表示 されて

い る単語にカーソル を当て るだけで意味が表示 される とい う教材である。カー ソルを当て

なけれ ば表示 されないので、意味がわからない単語のみにカー ソル を当てれば、戻 り読み

を少な くして流れに乗って読み続 けることができる。 この教材は、英語以外の どの言語 に

でも適用できることか ら、今後は これを多言語化す ることを考 えたい。

③ネ ッ トワークを利用 した 日本語教材(渡 辺信太郎、学部4年)

 昨今インターネ ッ トを利用 した遠隔通信は 日常化 した とも言 える。そこで中国で 日本語
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を学ぶ人達向けの 日本語学習サイ トに、「てにをは」を学ぶ教材 を作成 した。非常に単純な

4択 式で、ボールに見立てた 「てにをは」玉が跳びだ し、間違えると弾かれ るとい う見た

目の面白さもあり、中国人 にとって苦手な 日本語の助詞 を、楽 しく学ぶ とい う教材 に仕立

てている。

④漢字の画数 あてゲー ム 「豆運び」(柿 沼緑、学部3年)

 流行のゲー ム 「ナンバープ レイス」をも じった、外国人向けの初級漢字学習教材 である。

漢字の画数 と意味の組み合 わせでパズルを解 く形になっている。漢字の画数 を知 りたい時

は、多 くの人が手にその漢字 を書いて調べるが、それ を利用 して漢字 を書かせ ようとい う

ものである。 ゲームの主要部分は画数 と意味 さえわかれば簡単にこなせるが、実際は 「漢

字を書 く」 とい う行動を促す ことに眼 目がある、 とい うユニークな発想である。

(重松)
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に

 以上のよ うに、3年 間の予定で始まった本プロジェク ト前半は、各セクシ ョン合同で行

なった多言語 ケータイ学習教材サイ トが中心の活動 となった。多言語ケータイ学習サイ ト

は、現在 学習者 の使用 に関す る評価アンケー トの集計 を行 な う段階に入っている。 プロ ト

タイプの評価 によっては、このサイ トを大きく変更す る可能性 も出て くる と思われ るので、

後半ではその改変 も含 め、本来の 目的である統合的かっ総合的なLMSの 作成に向けて努

力 をす ることになる。具体的には多言語に対応す る最適なLMSを 模索する。なるべ く早

期 にプロ トタイプを完成 させ 、一定の評価を行った上で本格的な試用に入 る予定である。

                                    (重松)

以上
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